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　　　　壯麗 な エ ビ ス ガ ヒ 屬 の
一

新種

　　　　　　　 吉 　田 　　裕 彦

Aremarkable 　 new 　 CalliostOma　from 　Japan
　 　 　 　 　 　 　 H 沚ohiko 　 YosHIDA

　　　 　　　　　　　　 　 （挿 圖 Text −figs．1− 3）

　輩 麗 な る 木 版書 圖譜
‘’
貝千 種

”

第 4 卷 （大 正 11年 1月
一 1922年 刊 ） 第 345

圖 に 於 い て ， 故 不 瀬 興 一 郎 氏 は 相 模 三 崎 沖深 海 産
“ Gaza ”

mobilis ト ミ エ

ビ ス と言 ふ もの を圖 示 さ れ た ・ 此 の 圖 の 貝は 黒 田 徳 米 氏 の 話 に よ れ ば ， 其

後 ， 石 橋 千 圓 ，
D ．

　B ．　Langford 兩 氏 に よ つ て も採集 さ れ た と 言 ふ ζ と で

あ る が ， 頗 る 稀 品 で
， 之 は 名 と 圖 と が 與 へ られ

た の み で 未 だ 記 載 は 行 は れ て 居 な 丶〜

　然 る に 私 は 去 る 昭 和 15年紀 伊 田 邊 沖 100’
尋 産

と 言 ふ 大 形 の 他 の
一

類似種 を探集 す る 好 遐 に 惠

ま れ 尢 が ， 明 か に 上 記 の 一 種 と 同 屬 の 別 種 で ，

’

未 記載 の 新種 で あ る こ と が 判 つ た の で
， 爰 に そ

の 特 徴 を記 述 す る ・

　 本 種 は 明 か に エ ビ ス ガ ヒ 驕 中の Otuleaia 黽

屬
・）

に 最 も近縁 で ， 或 は 之 忙所 屬す る もの で あ ら

うが ， 該屬 と は 廣 く開 v ・ た 臍 孔 を有 す る こ と に

よ つ て 1區別 さ れ．る ． 伺 ほ 1・ミ エ ビ ス に 於 い て も

同 樣 で あ る ・・ 一 ビ ス ガ 矚 搬 蜆 受 け ・れ 　 ∫
為籬 　・

る 殻 表 上 の 斑 紋 鮪 す る こ とな く ， fR白色 の 不
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 挿 圖 1− 3。 Calliostoma

透 明暦 を 被 り内 部 の 眞 珠 屏 を僅 か に 透 現 し て 居 　 　 （Otukaia ） 砌 翻 θ砌 霧伽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Yoshida ．　 n ・sp
る

… 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の エ ビ ス （編 ）

1）　 Ikebe ，　Jap．　Jour．　GeoL 　Geogr ．18 （4）： 277 （1942）．

’
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34 　 　 　 　 　 　 貝 類 學 雜 誌 15 （1− 4） 1948、

　　本 新 種 の ト ミ エ ビ ス と 異 る 點 は 該 種 の 如 く扁 球 形 で な く， 周 縁部 に は 龍

骨 を 具 へ
， 著 し く角 立 ち ， そ の 上 蔀 に 他 の 一 龍 骨 を具 へ

， 之 れ が 上 暦 に 於

い て 肩 ．角状 を 呈 し て 店 る こ と ， 表 面 は 多 少 不 規則 な螺．
妹刻脈 を以 つ て ．飾 ら

れ ， 該 種 の 如 く不 滑 的 且 つ 滑 澤 で な い こ と ， 軸 唇 は 多 少 直 線 歌 で ， そ の 底

部 は 僅 か に 角立 つ て 居 る 等 の 諸 點 が 擧 げ られ る ．

　　種 名 hal
’
imeanzcm 　は 愛 弟吉 田

一
に 獻 じ

．
た もの で あ る が ， 彼 は 生 來 私 と

趣昧 を 同 う し， 貝類
．
蒐集 竝 に 研 究 に 私 と 常 に 協 力 し て 來

．
た の ．で あ る が 去 る

昭 瀰 22 年 4 月 病 魔 の た め 悲 し く も前 途 多 き身 の 生 涯 を 閉 ぢ た もの で ， 斯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

〈
．
す る こ　Mc よ つ て 私 の 彼 に 對 す る 感 謝 と 向後 の 淋 し さ が 幾分 償 は れ 得 る

か と 思 ふ も の で あ る ．

Calliostoma （Ot
’
ukai α）

　　　　　　　　ノ ・ ジ ．メ エ 、ビ ス

ha1
’
inzeanum 　 YoShida

，
　n ．　sp ．

新 種 ） （
一
Fextf ．　1− 3）

　　She1正 moderately 　 large
，
　 depressed　troc姙 orm ； 士ather 　 widely 　 um −

bilicate； dull　whjte ，　 opaque
，　 but 　 sli ．ghtly 　 seen 　 inner 　 nacreous 　 layer

through （this　 characteristic 　of 　 the　type　 specimen 　 may 　 be　 due　 to

adead 　 shell ）； whoris 　7
，
　 angular 　 at 　 inferior』3／5ths ，

　 the 　 area 　 above

the 　 shoulder 　 angle 　is　 slightly 　convexly 　slanting 　and 　that　 below 　 wh 至ch

somewhat 　concavely 　and 　stibvertically 　slant ｛ng ；suture 　impressed ．　with

astrong 　rib −border　 above 　it．　 Protoconch2） about 　 one 　whorl
，
　 subtrans −

parently 　corneous
，
　srnooth

，
　depressed　globose 　with きt　rounded 　periphery ；

the 　spiral 　sculpture 　appears 　on 　the 丘rst 　nepiollic 　whorl 　at 　about 　one 　half

way
， 4in 　aU ； the 　size 　of 　these 　spirals 　are 　somewhat 　larger 　outwardly

，

and 　the 　4th　forlning　the 　should6r 　angle 　and 　the　sharpest 　of 　al1
，
　 but

not 　broken 　into　granuies ； the 　other 　preceding 　3　are
，
　however

，
　weakly

2｝　 Apical　characterist ｛cs 　 are 　described　from 　an 　immature 　paratype ，
　which 　has

　　　5釜 whorls ，　strongly 　irlde6cellt　through 　the 　thin
’
outer 　layer ，　not 　 whitish 　 or

　　　opaque
，　but　wholly 　transparent

，　the 　coloratlon 　of　the ．nacreous 　 layer　being

　　　of 　 green 孟sh 　 red ．
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wavy  as  the  forerunner  of  later granulgs.  At  the  3rd nepionic  whorl,

.on  the inferior area  (on the  vertical  wall)  a  slender  spiral  thread  ap-

pearing,  and  at,the  4th  volution  there  arising.  one  each  jnte'rcalary

minor  thread  on  the  superior  area  of  the shoulder  angle,  increasi4g

by  and  by  the  intercalary smaller  ones,  thus  on  the  5th the  spirals

become  5 and  12  in all below  and  above  the  shoulder  angle.  stilt  in-

creasing  them  toward  the  adutt  whorl.s,  they  may  count  14 and  22 ±

on  the  penultimate  whorl  (final!y becoming  mere  than  19 and  32  on

the.lqst  portion  of  the  last whorl),  the  striae  are  rather  irregular in

size  and  irregulqriy  spaced  each  other,  especially  the  2 of  them  at  the

s.uperibr  area  of  the  peripheral  angle  of  the  last whorl  are  much  sti'on-

ger  than  others.  The  main  carinae  (one on  the  periphery  and  the

other  on  the  shoulder)  are  sharp,  somewhat  up-turned,  bearing a

strongly  excavated  halfgrooved channel  superiorly.  The  base gently

convex,  smoothish,  with  numerous  (50 or  more  in number),  engraved

and  wavy  groovy  spirals,  which  ,are  irregularly arranged,  in addition

they  are  crossed  Py numerous  very  fine incrementa!  striae.  The
dorsal  surface  nQt  smooth  as  in ･the  base, but bearing the  retractively

slanting  distinct inCremefital lines, by which  the  narrow  areas  between
the  spiral  striae  on'the  upper  whorls  erQssed  transversely,  forming  the

surface  somewhat  latticely. Aperture  sUbquadrate  circular,  longer

than  height, oblique,  interior brilliantly iridescent ; columellar  margin
                                       b

oblique,  thickgned  by  callus,  ar.cuately  substraight,  excavate  at  the

center  and  weakly  truncate  below, with  a  blunt angle,  passing  into
the  basal  margin.  Outer  lip including the  basal margin  simple,  strongly

arcuate  with  a  blunt  angle  at  tbe  midd!e,  posterior insertion forming

a  weak  angle  ; parietal margin  without  callus  at  the  center:  Att. 29,
diam.  .39.5mm.;  the  paratype,  immature  but a  living individual having
           '

the  dimensions  of  alt.  13.3, diam.  17.0mm.,  with  5xwhorls.  The  type

which  is a  dead  individual has  ne  opercu!um.

  Off Kii coast,  100  fathoms  (?)

NII-Electronic  



The malacological society of Japan

NII-Electronic Library Service

士he 　 mala 。 。 1 。 gi 。 al 　 s 。 。 iety 。 f　 Japan

36 貝　萎貢　學 　肇匡　誌 　　15　（1．− 4）　1948

　　This 　 very 　splendid 　new 　species 　differs　frorn ‘‘ Gaza
”

nobilis （Hirase ，

MS ．），

＊ another 　only 　known 　congeneric
，
　 in　 the 　 acutely 　 ca 血 ated 　 peri ・

phery ，
　singie 　carina 　between 　the　sutures ，

　more 　distinctly　striated 　surface ，

etc ．　These 　two 　species 　may 　belong 　t（⊃ Otukaia 　lkebe
，　bμt　differing　from．

the 　typical 　group 　of 　that 　subgenus 　in　the 　 widely 　 opened 　 umbilicus
，

so 　 that 　I　 may
，
　 if　 necessary

，
　 propose 　the 　subdivisional 　name

，
　Om ψ ha’o −

tttkaia　 nov ．
，
　 w 　th 　the　 present 　 new 　 species 　 as 　 type ．

三 重縣 鈴鹿 地 方 の 石 炭 を 含 む 第三 系 か ら出 た 貝 の 化 石
D

　　　　　　　r　　　’

鈴　 木　 好 　 一 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v

．
大　 山　　　桂

　　　　　　Freshwater 　 shells 　from 　the 　 coal −bearing　Tertiary

　　　　　　　　　　　　　　　formations 　 in　 Mielken
，
　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　Koiti　SuZUKI 　 and 　Katura 　 OYAMA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‘挿鬪 Text ・figs．1− 5）

　　
＝ 三重 縣 に は 小 川 琢 治

2）
が 加 太 爽 炭 暦 と 奄藝 爽炭暦 と い う名 を つ け た 2 っ

の 石 炭 を
・
含 む 第 F三紀暦 が あ る ・ 前 の もの が 加 太 村 と 關 町 附 近 の ノ1・ さ な 部 分

に 限 られ て い る の に 對 し て
， 後 の も の は 鈴 鹿 lil地 の 束 の 縁 に 滯 つ て 廣 く發

達 し て い る ・ 何 れ も海 で 餌 ・來 た も の で な い と され ，

．奄藝 暦 か ら は 大 正 元 年

（1912年 ） に 矢 部 長 克
s ）

が ドイ ツ の ハ ン ブ ノL ヒ に あ つ た Gottsche の 標 本 を

調 べ て タ r一シ 驕 ViviPara の 1 種 の 化 石 を 報 告 し て v ・ る ・ し か し こ の 暦 は

s
）　Y ．Hirage ，　 Illusb

−
ations 　 of 　 Thousand 　 Shells ，　 voL 　 4 ： fig．345 （1922）．

1） 資 源科 單 研 究 所 地 一質鑛 物墨 部業 績 第87號．

2 ） 小 川琢 治 ： 伊 勢 の 第 三 紀 層
・
に 就 い て ， 島 津 標

’
オ〜：時 報 ，

6
，
7號 ， 大 IE8年 （192e年 ）．

3）　 H ．Yabe ： Ucber 　zvvei 　japanischen　Fossilien　in　der 　Gottsche ’

　schen 　Sammlung ．

　　　　　　Jour，　GeoL 　 Soc ．　 Tokyo ，　 voL 　 19，　 no 、227 ，　 p ．39 ，1912 ．

　　t
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